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一一 ニーーー

り
に
も
暗
い
一
一
ユ
ー
ス
が
放
送
さ
れ
た

実
験
は
大
成
功
に
終
っ
た
。
宇
伽
時
代
の
夜
明
け
が
日
本
に
も
訪

れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
海
外
テ
レ
ビ
中
継
の
期
待
が
大
き

く
な
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
況
放
送
を
す
る
に
は
数
個
の
通
信
衛
星
や
静

止
衛
里
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
打
上
げ
さ
え
す
れ
ば
受
信
、

発
信
は
Ｏ
Ｋ
で
、
世
界
中
の
茶
の
間
に
東
京
大
会
の
も
よ
う
が
写
し

出
さ
れ
る
の
も
夢
で
な
く
な
り
、
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
世
界
の
距
離
は

ま
す
ま
す
縮
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

、

①

茶
の
間
で
み
て
い
る
テ
レ
ビ
の
電
波
は
せ
い
せ
い
一
○
○
キ
ロ
て

い
ど
し
か
な
い
。
だ
か
ら
遠
く
太
平
洋
を
越
え
て
海
の
む
こ
う
の
ア

メ
リ
カ
を
テ
レ
ビ
で
結
ぶ
の
は
夢
に
ひ
と
し
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
技
術
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
人
工
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら
れ

宇
宙
時
代
に
は
い
り
、
衛
星
を
中
継
す
れ
ば
、
こ
の
夢
も
可
能
に
ま

い
り
、
衛
星
を
中
継
す
れ
ば
、
こ
の
夢
も
可
能
に
ま

Ｉ
レ
ピ
に
う
ｃ
し
出
さ
れ
た
。
予
定
番
組
と
し
て
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て
く
る
は
ず
だ
っ
た
が
あ
ま

り
に
も
暗
い
一
一
ユ
ー
ス
が
放
送
さ
れ
た

で
発
展
し
た
。

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
か
ら
衛
星
に
電
波
を
放
ち
、
こ

の
電
波
を
う
け
た
衛
星
を
日
本
で
キ
ャ
ッ
チ
し
て
受

信
し
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
、
こ
れ
を
日
本
で
も

実
現
す
る
た
め
国
内
で
一
番
受
信
に
適
し
た
太
平
洋

鹿
島
灘
を
見
お
ろ
す
石
滝
上
台
の
台
地
が
選
ば
れ
、

国
際
電
信
電
話
会
社
が
「
茨
城
宇
宙
実
験
所
」
を
完

成
さ
せ
た
。

受
信
設
備
は
オ
ー
ル
国
産
で
、
日
本
の
最
新
技
術

の
真
価
を
問
う
画
期
的
な
事
業
と
い
弓
わ
け
。

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
の
早
朝
、
太
平

洋
の
上
空
六
千
四
百
キ
ロ
の
高
さ
を
飛
ぶ
リ
レ
ー

術
星
を
仲
だ
ち
に
、
一
万
八
百
五
十
キ
ロ
を
へ
だ
て

た
モ
ハ
ー
ビ
地
上
局
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
洲
）
か
ら

送
ら
れ
た
テ
レ
§
上
電
波
を
、
こ
の
実
験
所
の
直
径
二

十
メ
ー
ト
ル
の
。
〈
ラ
ポ
ラ
、
ア
ン
テ
ナ
が
み
ご
と
に

キ
ャ
ッ
チ
、
日
米
両
国
間
に
、
は
し
め
て
テ
レ
ビ
電

波
の
橋
を
か
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
、
定
刻
き
つ
か
り
、
鮮
明
な
テ

ス
ト
パ
タ
ー
ン
の
画
像
が
、
中
央
に
す
え
ら
れ
た
テ

レ
ビ
に
う
つ
し
出
さ
れ
た
。
予
定
番
組
と
し
て
ケ
ネ

379－
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の
諸
事
業
の
拡
大
と

隆
溌
轆
溌
十
周
年
の
新
春
を
迎
え
て
そ
の
充
実
篝
期
す
る

市
長
安
村
篇
症
唯
津
払
礎
な
軸
謹

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
も
諸

事
多
端
の
う
ち
に
あ
わ
た
■
し
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
消
防
の
設
置
、
農
業
構
造
改
善

く
過
ぎ
去
り
、
こ
こ
に
希
望
多
顧
桑
て
、
わ
が
高
萩
市
も
市
事
業
の
推
進
、
中
小
企
業
の
育

き
昭
和
三
十
九
年
の
新
春
を
迎
制
施
行
十
周
年
目
を
迎
え
各
般
報
罎
寸
奎
麺
馳
謡
搬
岬
諏
観
繕

え
ま
し
た
事
を
お
喜
び
申
し
上
に
わ
た
っ
て
進
展
し
、
市
の
諸
市
議
会
と
相
計
り
広
く
、
更
に

げ
ま
す
。
施
漿
に
つ
き
ま
し
て
も
、
教
育
醍
蝉
睡
唾
琴
詮
嘩
誕
鉦
溶
啼
坐

私
も
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
土
木
を
中
心
と
し
て
、
市
民
の
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な

の
向
上
の
た
め
に
、
山
積
す
る
幸
福
の
た
め
に
、
制
約
あ
る
財
唯
麸
罐
華
詑
馳
睡
岐
韓
睦
蛎
碓

事
業
の
遂
行
に
力
を
傾
け
て
参
政
規
模
の
な
か
で
、
所
期
の
成
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
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間
参
議
院
の
補
欠
選
挙
並
び
に
立
場
か
ら
、
市
民
の
福
祉
向
上
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叫

岬
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脚

叫

Ⅱ

総

》

し

い

一

年

で

あ

り

ま

し

た

。

こ

命

達

成

の

為

に

鋭

意

努

力

を

続

拘
ら
ず
、
市
の
施
策
を
滞
る
こ
高
、
鈴
木
両
先
生
、
県
会
に
鈴

明
け
ま
し
て
お
目

木
先
生
を
お
送
り
し

出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
市
民
の
幸
福
へ
献
身
高
萩
市
仲
展
の
た
め

市
制
施
行
十
年
目

市
議
会
議
長
吉
田
秀
吉
に
、
い
る
ノ
、
と
御

を
迎
え
、
昭
和
三
十
力
添
え
を
戴
く
こ
と

九
年
の
光
輝
あ
る
新
春
を
、
市
と
な
く
曲
り
な
り
に
も
一
つ
。
つ
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
市
政

民
の
皆
様
と
と
も
に
ご
祝
福
で
Ｌ
促
進
し
て
参
る
こ
と
が
出
来
に
参
画
す
る
議
員
と
し
て
力
強

き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
ま
し
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
渉
姉
緬
唾
錘
唾
拙
蓉
睦
言
に
麩

に
堪
え
な
い
次
矛
で
ご
ざ
い
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
次
才
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も

す
。
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
今
後
共
「
郷
土
繁
栄
」
の
た
め

か
え
り
承
ま
す
る
に
、
昨
年
げ
て
い
る
次
才
で
ご
ざ
い
ま
に
旧
倍
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

は
県
会
議
員
の
選
挙
に
始
ま
り
す
。
と
同
時
に
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に

幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衆
議
院
の
総
選
挙
ま
で
、
そ
の
私
共
は
常
に
市
議
会
議
員
の
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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四
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勉
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)13020

ヨ日日

灼
日

月新
年
名
刺
交
換
会

消
防
出
初
式

成
人
式
於
高
校
体
育
館

市
内
一
周
駅
伝
大
会

高
萩
農
協
新
築
落
成

月電
々
公
社
新
築
工
事
起

工
式

臨
時
市
議
会

月秋
山
小
給
食
室
完
成

高
萩
高
校
卒
業
式

会
期
八
日
間
で
矛
一
回

の
定
例
市
議
会
開
会

器
年
度
予
算
な
ど
三
十

議
案
を
審
議
可
決
さ
れ

る中
央
跨
線
人
道
橋
の
起

工
式

市
営
住
宅
十
戸
が
完
成

臨
時
市
議
会
開
か
れ
る

松
岡
小
学
校
二
期
工
事

完
成

月茨
城
放
送
開
局

高
萩
工
業
高
校
入
学
式

百
七
十
六
名
が
入
学

県
知
事
、
県
会
議
員
選

挙納
税
組
会
長
大
会
開
く

十
五
組
合
、
個
人
五
名

を
表
彰

月メ
ー
デ
ー
式
典
、
中
央

公
園
に
於
い
て

東
北
開
発
Ｋ
Ｋ
高
萩
充

填
所
竣
工
式

８
１
２
Ｆ

、
九

１
日

５
日

Ⅳ
日

魑
日

2520

日日

型
日

6

日

加
日

腔
日

郡
日

郡
日

ｎ
口
目

、
七

１
日

妙
弓
ｐ
Ｈ

、
六

１
日

＠
八

１
日

議
会
設
立

転
員
共
済
組
合
球
技
大

△
三月公

明
選
挙
映
画
と
話
し

合
を
実
施

岩
の
作
災
害
工
事
完
成

慶
応
大
学
文
化
研
究
会

君
田
小
を
訪
問

高
萩
海
岸
の
導
流
鞘
が

完
成

衛
生
委
員
懇
談
会
を
実

施こ
ど
も
会
幹
部
講
習
会

連
合
ｒ
ｍ
Ａ
ソ
フ
ト
大

△
室千

葉
医
大
音
楽
会

月市
民
運
動
会

高
萩
市
住
宅
公
社
を
設

立
、
資
本
金
五
十
万
円

月電
車
開
通
、
高
萩
Ⅱ
平

間磐
南
常
北
四
市
議
員
親

善
野
球
大
会

横
川
橋
竣
工
式

定
例
議
会

永
年
勤
続
者
表
彰
式
於

高
萩
劇
場
（
商
工
会
）

全
国
学
力
テ
ス

ト月牛
流
感
予
防
注
射

事
業
所
統
計
調
査
実
施

仔
牛
せ
り
市

市
民
庭
球
大
会

交
通
安
全
都
市
推
進
協

瓢
日
胃
の
集
団
検
診
を
実
施

、
十
一
月

３
日
市
議
選
立
候
補
受
付
開

始
、
秋
山
小
運
動
会

８
日
仔
牛
セ
リ
市

衆
議
院
選
挙
立
会
演
説

〈
琴

喝
日
市
議
選
投
票
日
、
新
市

議
誕
生

即
日
衆
議
院
選
挙
投
票
開
票

＠
十
二
月

１
日
才
末
助
け
合
い
運
動
を

実
施
十
五
日
ま
で

‐
々
日
臨
時
市
議
会
、
正
副
議

長
各
常
任
委
員
決
る

晦
日
市
内
一
周
駅
伝
大
会

お
日
定
例
市
議
会

30
1 1
1コ

25

日

邪
日

”
日

＠
十

１
日

３
日

６
日

晦
日

Ⅳ
日

2422

日日

昭
日

住
民
登
録
実
態
調
査
を

実
施

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

投
票
、
開
票

高
萩
小
運
動
会

自
治
消
防
十
五
周
年
大

会
、
秋
分
の
日

定
例
市
議
会

松
岡
小
運
動
会

月住
宅
統
計
調
査
実
施

珂
北
高
校
野
球
大
会

東
小
運
動
会

県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

イ
ン
フ
レ
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
実
施

健
康
家
庭
表
彰
記
念
品

配
布

納
税
組
合
長
会
議

-380-
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↓
待
望
の
か
け
橋

完
成
を
急
ぐ
中
央
跨
線

人
道
橋

辞轆暮ﾆﾆｭ

十
一
月
十
三
日

新
市
議
誕
生

襯
叩
Ⅱ

諾辮鼠!蕊卿穰

↓
秋
山
小
の
給
食

室
が
完
成

三
月
四
日
か
ら
完
全
給

食
を
実
施

↑
わ
が
国
初
の

Ｕ
Ｈ
Ｆ
局

六
月
十
五
日
か
ら
高
萩

本
放
送
を
開
始

４

１

１

１

１

４

ｌ

４

ｊ

ｑ

１

ｑ

・

・

里

・

ｑ

ｆ

罰

Ｊ

Ｊ

ｄ

Ｔ

１

ｊ

ｌ

蕊

；

’ あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
た
こ
の
一
年
を

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
実
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
か
ず
少
な
い
写
真
で
市
政
の
一
コ
マ

を
追
っ
て
み
ま
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
成
し
と
げ
ら
れ
つ
つ

あ
る
姿
は
、
あ
す
へ
の
豊
か
な
市
民
生
活
の

夢
で
あ
り
す
。
今
年
も
又
明
る
い
豊
か
な
年

夢
で
あ
り
す
。
今
年
も
又
明
る
い

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す

’

憲撫蚤撫礒議職愈

［業高校入学式
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」
た
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・
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〈
タ
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２
号

喜
び
に
わ
〃
く

ピ
宇
宙
通
信
実
験
所

溌篭

蔦松
岡
小
才
二
期
の
完
成

市
内
の
公
園
を

美
し
く

高
萩
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
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無
料
奉
仕

露
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’
さ
あ
ス
タ
ー
ト
だ

小
』
一
・
』
兇
寿

一

せ

す

に

市
内
一
周
駅
伝
大
会
経
る

参
加
チ
ー
ム
一
一
般
高
誰
極
弄
Ⅷ
竿

息'

「
古
き
が
ゆ
え
に

尊
か
ら
ず
」
と
い
う

こ
と
ば
が
あ
り
ま

す
。
古
い
中
に
も
た

く
さ
ん
よ
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
半
面

「
古
く
さ
い
」
だ
け

の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
め
ま
ぐ
る
し
く

進
展
し
、
変
容
す
る

世
の
中
で
す
。
今
ぐ

ら
い
若
い
人
の
、
新

ら
し
い
、
鋭
い
感
覚

や
強
い
実
行
力
が
要

求
さ
れ
る
時
代
は
あ

り
ま
せ
ん
古
い
慣
習

認
年
の
最
後

を
飾
る
体
育
行

事
の
一
つ
、
市

内
一
周
駅
伝
大

会
は
十
二
月
十

五
日
、
二
十
九

チ
ー
ム
、
一
般

高
校
二
十
二
チ

ー
ム
、
中
学
七

チ
ー
ム
、
総
勢

百
五
十
名
が
参

加
し
て
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
大
会
も
回

を
か
さ
ね
る
こ

と
十
二
回
、
年

を
さ
か
ん
に
な

っ
て
き
ま
し
た

こ
と
は
実
に
喜

や
義
理
人
情
が
一
概
に
悪
い
と

い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
を
と
っ
た
人
た
ち
の
中
に
は

余
り
に
強
く
、
そ
う
し
た
も
の

に
し
ば
ら
れ
過
ぎ
、
動
き
が
取

れ
な
く
な
っ
て
い
る
人
が
多
い

の
が
実
情
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
乗
り
出
す
社
会
は

あ
な
た
た
ち
の
持
っ
て
い
る
よ

い
も
の
を
要
求
す
る
一
方
、
古

い
し
き
た
り
に
ま
き
こ
も
う
と

す
る
で
し
ょ
う
。
甘
や
か
し
て

く
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
環
境
に
入
っ
て

も
決
し
て
く
じ
け
ぬ
意
志
を
持

ち
続
け
、
荒
波
を
乗
り
切
っ
て

く
だ
さ
い
。市

長
安
村
篤

し
い
限
り
で
す
、
選
手
の
象
な

さ
ん
の
今
後
の
ご
健
斗
を
祈
り

ま
す
。
成
績
は
次
の
よ
う
な
順

位
で
す
。

▽
一
般
高
校
の
部

一
位
高
萩
・
〈
ル
プ
Ａ

１
時
間
５
分
鋤
秒

二
位
高
萩
Ａ
Ｃ
Ａ

１
時
間
６
分
砲
秒

三
位
上
手
綱
南
組
青
年

１
時
間
７
分
６
秒

四
位
高
萩
高
校
Ａ

１
時
間
９
分
翅
秒

五
位
高
萩
高
校
Ｌ

１
時
間
ｎ
分
砧
秒

▽
中
学
の
部

一
位
秋
山
中
Ａ

１
時
間
６
分
４
秒

二
位
高
萩
中
Ａ

１
時
間
６
分
Ⅳ
秒

三
位
松
岡
中
Ａ

１
時
間
８
分
迦
秒

ｊ
ｌｉ

Ｉ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

（
園
（
児
）
（
募
）
（
集
）

ｉ
１
１
ｌ

市
立
才
一
幼
稚
園
で
は
、
今
定
の
入
園
許
可
願
に
、
幼

児
両
親
の
住
民
票
抄
本
を

年
も
園
児
募
集
を
次
の
要
領
で

添
え
、
本
園
へ
提
出
し
て

行
な
い
ま
す

下
さ
い
。

一
、
募
集
人
員
八
十
名
一
、
許
可
の
条
件
幼
児
の
身

一
、
応
募
資
格
当
市
内
に
居
体
が
強
健
で
あ
り
、
伝
染

住
し
、
昭
和
三
十
九
年
四

性
疾
患
を
有
し
な
い
こ
と

通
園
に
ム
り
が
か
か
ら
な

月
一
日
ま
で
に
満
五
才
と

い
こ
と
。
保
護
者
が
授
業

な
る
者
。
料
、
そ
の
他
の
経
費
を
納

一
、
募
集
期
間
昭
和
三
十
九
期
日
ま
で
に
完
納
で
き
る

年
二
月
十
一
日
か
ら
二
十
こ
と
。

希
望
者
は
二
月
一
日
以
後
、

日
ま
で
の
十
日
間
。

募
集
期
間
中
、
本
園
へ
申
し

一
、
応
募
手
篭
保
護
者
は
所
出
て
下
さ
い
。

昭和39年度就学時健康診断日程表

学慶茗~唾
高萩小学校

児童出頭
通知時刻

検査医
在校時刻|該当数｜ 実施月日 通知範囲区域

821 ]g'6F(*) 堅訓~]4.00職謁灘曾劉J '300~'風0，
－J－

65 1月17日(金) 〃 ｜安良川､石滝､台高萩’ 〃〃

秋山坑､向洋､万代町
島名、下和野

秋山小学校 106 1月22日(水） 〃

〃

〃

1()81()8
秋山、北方、発電所
北方坑､手細坑､福平

1月23日（木）

~疵r月24日（金）

〃

松岡小学校 上手綱､下手綱､千代
田､赤浜､望海

〃

有明町､高戸､石河原
行人塚､大能､中戸川

東小学校 751 1月28日（火） 〃 〃

｜爵本町､肥前町､高浜〃

唖' 1月29日（水）
〃 〃

13.30～14．00若栗教場 & 1月30日〔木〕'13.00～13.301若栗 全域

－列 ，〃 '400~'“01上君田 万上君田小学校 14.30～15．00

下君田小学校 §|1R31日L金)113.00～13.301下君田

帝|"壁ﾙﾛ…|鯛に断|蕪擶
13.30～14．00〃

横川小学校 〃 1430～15.00
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火事の原困でもつとも多いのは

石油ストーブ、タバコの火、こ

どもの火遊びです。

外出前、寝る前、 もう一度火の元を点検しましょう。
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